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時間演 (午前 10時開場 )
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【安
宅

勧
進
帳

滝
流
】
～
あ
た
か
～
源
義
経
は
兄
頼
朝
に
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
山

伏
の

一
行
に
変
装
て
逃
亡
の
身
と
な
り
奥
州

へ
向
か
っ
た
。
奥
州

へ
の
途
中
に
は

山
伏
姿
の
者
を
取
り
調
べ
る
安
宅
の
関
に
さ
し
か
か
る
。　
一
行
は
東
大
寺
再
建
の

寄
付
集
め
の
為
の
勧
進
山
伏
だ
と
主
張
し
て
関
を
通
ろ
う
と
す
る
が
、
関
守
の
富

樫
某
は
山
伏
姿
の
者
は
全
員
斬
る
と
告
げ
る
。
義
経
の
家
臣
の
武
蔵
坊
弁
慶
は
機

転
を
利
か
せ
、
持
ち
合
わ
せ
の
巻
物
を
勧
進
帳
と
偽

っ
て
読
み
上
げ
、　
一
旦
は
富

樫
か
ら
関
の
通
過
を
許
さ
れ
る
。
し
か
し

一
行
の

一
人
変
装
姿
の
義
経
が
富
樫
に

見
咎
め
ら
れ
、
弁
慶
は
と
っ
さ
に
義
経
を
金
剛
杖
で
打
ち
据
え
富
樫
に
賤
い
こ
の

者
に
か
ま
う
な
と
言
い
、
強
行
に
関
を
突
破
し
た
。　
一
行
は
山
陰
で
休
息
し
、
義

経
の
不
運
を
嘆
く
。
す
る
と
そ
こ
に
酒
を
持

っ
た
富
樫
が
訪
れ
弁
慶
に
盃
を
勧
め

盃
を
受
け
た
弁
慶
は
富
樫
に
男
舞
を
舞
う
。　
一
行
は
早
々
に
酒
宴
を
切
上
げ
、
や

っ
と
の
思
い
で
富
樫
に
別
れ
を
告
げ
奥
州
へ
の
道
を
下
っ
て
行
く
。

【山
姥
】
～
や
ま
ん
ば
～
山
姥
の
山
め
ぐ
り
の
曲
舞
を
舞
う
こ
と
で
有
名
な
遊
女

は
百
万
山
姥
と
巷
で
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
の
遊
女
が
都
ノ
者
と
従
者
を
連
れ
て
善

光
寺

へ
向
か
う
。
す
る
と
そ
の
途
中
、
越
後
の
険
し
い
山
道
に
さ
し
か
か
る
と
突

然
あ
た
り
が
暗
く
な
り
、
そ
こ
に
現
れ
た
里
の
女
に
案
内
さ
れ

一
行
は
山
女
の
庵

を
訪
れ
る
。
山
女
は

一
行
に
自
分
が
本
当
の
山
姥
だ
と
正
体
を
明
か
し
、
遊
女
に

曲
舞
の
謡
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
と
頼
む
。
そ
れ
を
聞
い
た
遊
女
は
驚
き
曲
舞
を
謡

お
う
と
す
る
と
、
山
女
は
月
夜
に
自
分
の
真
の
姿
を
見
せ
る
と
言
い
残
し
て
姿
を

消
す
。
そ
の
夜
、　
一
行
の
目
の
前
に
恐
ろ
し
い
鬼
女
が
現
れ
て
、
遊
女
の
謡
に
合

わ
せ
て
本
当
の
曲
舞
を
舞
い
、
四
季
折
々
に
雪
や
花

・
月
を
訪
ね
る
山
め
ぐ
り
の

有
様
を
舞
い
示
し
大
自
然
の
雄
大
な
姿
を
現
す
。

く JR線 >

・総武線・東中野駅西口 徒歩 8分

<地下鉄 >
・大江戸線  東中野駅  A3出 ロ
・大江戸線  中野坂上駅  A2・ 2出 口
・丸の内線  中野坂上駅 A2・ 2出 ロ
いずれも徒歩 8分

くバ ス>
①関東バス (宿 05:中野駅経由)

新宿西口→野方行 官下交差点下車

②関東バス (宿 05:中 野駅経由)

野方→新宿西口行 東中野2丁目下車

③京王バス (渋 64:中野坂上経由)

渋谷一中野駅南口行 宮下交差点下車

④京王バス (渋 64:中 野坂上経由)

中野南口→渋谷行 東中野2丁目下車

*当会館は駐車場はございません .

ご来場の際は電車、バス等をご利用下さい.

東京都中野区東中野 2-6-14

(公財)梅若会

(梅若能楽学院会館 )

TEL : 03-3363-7748

FAX : 03-3363-7749
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【観能チケットとお願い】

◆正面指定席 10,000円 。正面横指定席9,000円。中脇正面自由席8,000円
。補助席6,000円。学生席4,000円

◆チケットは梅若会HPからメールまたは電話、フアクスにて郵便番号、ご住所、お名前、ご連絡先電話番号、ご希望席種をお書きの上

お申し込み下さい。(httpsi//umewakaorg/TEL 03-3363-7748(不 定休)・ FAX 03-3363-7749)

◆都合により出演者、曲目に変更がある場合がございます。

◆当日のクローク (荷物お預かり)は閉鎖させて頂きます。

◆梅若会の感染予防対策の取り組み内容

当能楽堂内は株式会社松美家様のご協力により、光触媒 (抗菌)コーティング加工済ですので安心してご観能下さい。

◆観能に際してのお願い

主催者の許可のない公演中の写真撮影、録音等は著作権、肖像権等の侵害および他のお客様のご迷惑になりますので固くお断り致します。

(開演前、休憩中のみ舞台の撮影は可能です。)

◆主催 :公益財団法人梅若会

難


